
令和７年度 文京区もの忘れ検診・検診後支援の流れ
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検診対象者
５５・６０・６５・７０・７５歳

一般区民
５５～７５歳の検診対象者以外で希望する方

◎６月20日 対象者全員に個別通知

郵送物 セルフチェック/認知症ケアパス/啓発物/受診票 等

検診対象者・一般区民で希望する方共通

必要時、医療機関や高齢者あんしん相談センターへ相談す
るよう案内

セルフチェックの結果、心配のある方等は検診の申込へ

認知機能低下の疑いあり

要医療

まずは脳の健康を自分事に！

医療機関連絡書の発行 指定医療機関orかかりつけフォロー

認知症疾患医療センター、区内大学
病院等での精査

精査が必要

必要な方を
適切な医療や支援に繋ぐ

事業目標
① 「普及啓発」 より多くの人が、壮年期から自分自身の脳の健康に意識を向け、脳とからだの健康維持を目指した生活をおくることが出来る。

また、認知症やMCIを正しく理解し、困った時に自ら医療機関や相談機関に相談することが出来る。

② 「早期支援」 必要な人が早期に、容態に応じた適切な医療・介護・生活支援等を受けることができる。
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高齢者あんしん相談センターを紹介
後日、担当者から本人に連絡

新規

① 自宅で『気づきチェックリスト』＆『のうKNOW』を実施

② 『文の京あたまとからだの健康フェア』7月17日・9月9日新規

医療・支援の必要性を判断

◎区報(６月25日号)等で周知

「認知機能をセルフチェックしませんか？」

電話・電子申請で申込受付（8月29日まで）⇒郵送

郵送物 セルフチェック/認知症ケアパス/啓発物 等

拡充
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